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まず、 WO:iの共触媒であるナノ粒子 (CuO/WO:J、Pd/WO:!、Pt/WO:J)を使用して、太陽光の下で (MC-LR)
の光触媒分解について検討した。検討の結果、 Pt/Wu:;が最も高い (MC-LR)分解性能を示すことが明らか








ついて実験を行った。実験結果は、触媒濃度 150mgll、光強度 0.8mW/cm2で藻類の増殖が抑制され、 6B関
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ノ粒子 (CuO/WO:l、 Pd/WOJ、PtIWO:l)を使用して、太陽光の下で (MCもR)の分解、藻類の増殖阻害、フェ
ノールの分解実験を行い、高い分解除去、増殖阻害効果を見いだした。加えて、光触媒酸化法は、微量かっ
難分解性の有機物の分解に適することを確認している。これらは、低エネルギーでかつ環境に副作用の少な
い高効率の水浄化法確立に大きく寄与するものとして高く評価される。加えて、得られた実験成果は、エコ
システム工学的水環境浄化への今後の応用に科学的かつ技術的な知見を提供するものとして、新規性の高い
かっ独創性に富む研究として高く評価される。
平成 24年5月18日、学位審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査および最終試験を
行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判断された。
よって、著者は博士(環境学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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